
様　式　イ

平 成 22 年 度 第 ２ 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）

施策体系コード 5-2-1 事業名4-4-3 中央体育館改築事業

観光文化局スポーツ部施設課　　淡路　　℡　211-3045

全　　体　　計　　画

事

業

内

容

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
平成19年度～平成21年度　　事業計画の策定
平成22年度　　　　　　　　　　　改築事業開始（調査）

 中央体育館の老朽化が著しく耐震補強も必要なことから、近年
の多様なスポーツニーズに対応し、多くの市民に利用しやすい
施設を目指して、改築に向けた事業計画の策定や調査を実施す
る。

担 当

平 成 21 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 22 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）

事

業

内

容

・

量

・

場

所

･

規

模

・

件

数

等

平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
・立案、調査　　（予算配分なし） ・事業計画の策定　　　（予算配分なし）

　スポーツ部内部でプロジェクトを立ち上げ、改築に向けた調査
及び建設規模等を検討し、基本コンセプトを整理した。
  建設規模や環境対応設備等導入等を見直したため延床面積、
用地取得費、工事費等について当初作成した案から変更した。

・事業計画の策定　　　（予算配分なし）
　建設規模、建設地等の検討を行った。

・事業計画の策定　　　（予算配分なし）
　体育館改築の建設規模、建設地等を決定し、事業計画の策定
を具体化する。



様　式　イ

22年度末
(予　　定)

22年度末
(目 　標)

18年度末
(現 　状)

19年度末
(実 　績)

20年度末
(実 　績)

21年度末
(実 　績)

計画策定と
調査完了

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目

整備計画策定と調査実施 － 立案、調査
調査、建設規
模等の検討

　現中央体育館は築40年を経過し、市有建築物耐震化緊急5ｶ年計
画の対象施設となっている。躯体、設備等の老朽化が進んでいるた
め、利用者の利便性及び安全な供用の観点から早期の改築が必要
である。
　また、中央体育館には全市・全道規模のスポーツ大会やイベントを
開催できるだけの規模や設備がなく、早期に総合的なスポーツ施設
としての機能を拡大・充実させる必要があるとの提言がスポーツ振興
審議会からなされている状況にある。
　このため建設規模の確定、建設予定地の決定を早急に行い、でき
るだけ早期の改築を目標として事業を進展させる必要がある。

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向

4-4-3 事業名

調査、建設規
模等の検討

計画策定

　
　平成22年度　　　　　　　　　　建設地、建設規模の決定
　平成23年度　　　　　　　　　　基本設計
                                        地質調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 用地取得（必要な場合）
　平成24年度　　　　　　　　　　実施設計
　平成25年度　　　　　　　　　　改築工事
　平成26年度　　　　　　　　　　改築工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 既存体育館解体工事実施設計
　平成27年度　　　　　　　　　　既存体育館解体工事
※上記は、移転改築を想定した場合
　現在地での改築の場合は、用地取得は不要となり、改築に先立って既存施設の解体工事を実施する。ただし、改築期間中（概ね３年程
度）、中央体育館は閉鎖せざるを得ず、市民サービスの低下が生じる。（移転改築であれば閉鎖は不要である。）

　平成19年度は、中央体育館改築事業を第2次新まちづくり計画に
掲げ、事業の立案、調査を行った。
　平成20年度には、中央体育館の機能や建設規模等について検討
することができた。
　平成21年度には、札幌市スポーツ振興審議会の中間答申があり、
この中で中央体育館の特徴として区体育館と比較すると大会等によ
る専用利用の多い点が指摘され、今後のあり方として現施設には全
市・全道規模のスポーツ大会やイベントを開催できるだけの規模や
設備がないため、早期に総合的なスポーツ施設としての機能を拡
大・充実させた総合体育館が必要であること。また、その機能を果た
すにふさわしい交通アクセス等の利便性についても十分配慮するこ
とが必要であるとの提言がなされた。
　本提言もふまえ、平成21年度は更に総合体育館としての機能や
交通アクセス等の利便性について検討を加え、建設規模、建設地
について検討を具体化させることができた。

市 民 ・ 企 業 等 と の 協 働 の 状 況 （ 市 民 ・ 企 業 等 の 参 加 、 支 援 、 協 力 の 状 況 ）

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]（該当なし）
　 [人材協力]（該当なし）
　 [情報協力]（該当なし）
　 [その他の協力]（該当なし）

（該当なし）

■市民との連携、市民参加
改築に向けた（パブリックコメント）の検討

評    価　（　成　果　） 課    題

平 成 22 年 度 第 ２ 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ）

中央体育館改築事業施策体系コード 5-2-1



様　式　イ

事業名

実　績

平 成 22 年 度 第 ２ 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ３ ） （単位：千円）

施策体系コード

0

中央体育館改築事業5-2-1 4-4-3

0
0 0 － 0
0 0

0 0 0 0

　（H19実績＋H20実績＋H21実績+H22予算事業費） ／ （計画事業費） －
0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0

－－ － － －

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 20年度 21年度 22年度 計

そ の 他
一 般 財 源

0

事 業 費

市 債
そ の 他

0

計　画

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債

0

予　算

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債
そ の 他
一 般 財 源

0
0

国 ･ 道 支 出 金
0 0 0
0

事　業　費　の　進　捗　率

0 0 0

0

0

0
財
源
内
訳

0

0

0

《全体》
[19年度]
[20年度]
［21年度］
[22年度]

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　実　績　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源
00 0


